
（１） 第４９６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ５月１５日

第 ４９６ 号

日 程

【５月】

19 県本部拡大執行委員会

女性部幹事会

公企評単組代表者会議

25 南予総支部代表者会議

夏季要求実現中央行動

（東京）

26～27 四国保育団体合同

研究集会（新居浜）

29～31 夏季統一要求提出

【６月】

３ 医療介護評総会（内子）

８ 西予市職労定期大会

９ 四国ブロック将棋大会

いのちと健康を守る中四

国セミナー（高松～10）

10 保育部会幹事会

えひめ母親大会（東温）

13 東予総支部代表者会議

15 内子社協労組定期大会

23 県本部拡大執行委員会

青年部定期大会（大洲）

四国ブロック青年部ドキ

ジャム（大洲～24）

四国ブロック現業評夏季

交流集会（高知）

4.20新居浜水道労組

そんな「職場」をめざし、「職場の声」を集めて、理事者（市長・町長など）に要求し、交渉し、職場に返します。

一人ひとりのチカラは小さいけれど、みんなが集まれば大きなチカラになります。職場で地域で全国でみんなの

チカラを集め「働きやすい職場」「しっかり仕事ができる職場」「つながり支えあう職場」をつくりましょう。

職場環境や労働条件の改善のために取り組むこととあわせて、「地域と将来」「自治体のあり方」をいっしょに

考え、活動するのが《自治労連の組合》です。「自分と職場と地域の未来」のために、チカラをあわせましょう。

4.25伊予市職労 4.13今治市職 3.23周桑病院労組 4.4松山市職労

4.19新居浜市職労 4.18西条市職労 4.24西予市職労

4.3宇和島市職 4.24内子社協労組 4.23・26・27市立宇和島病院労組

4.25久万高原町職



西
条
市
職
労
現
業
評
議
会

は
４
月

29日
『
西
条
市
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で
「
第

２
回
給
食
ま
つ
り
」
を
開
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
給
食
調

理
員
や
栄
養
士
が
「
魚
」
や

「
野
菜
」
な
ど
に
仮
装
し
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
給
食
調
理
場
で
調
理
し

た
あ
げ
パ
ン
は
大
好
評
で
完

売
し
ま
し
た
。
体
験
ブ
ー
ス

で
は
写
真
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー

や
実
際
の
給
食
を
食
べ
ら
れ

る
給
食
食
堂
、
実
際
の
調
理

道
具
を
使
っ
た
調
理
員
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
実
施
。
現
業
評

役
員
は
「
天
気
も
よ
く
大
盛

況
で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

県
本
部
市
職
評
議
会
は
４

月

23日
、
県
市
長
会
長
（
大

城
一
郎
八
幡
浜
市
長
）
へ

『
要
請
書
』
を
提
出
し
、
市

長
会
事
務
局
へ
要
請
。
県
本

部
か
ら
高
尾
委
員
長
な
ど
４

人
が
参
加
。
次
の
見
解
・
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。
（
抜
粋

要
約
･
文
責
県
本
部
）
《
事

務
局
長
》
要
請
内
容
は
「
４

／

26市
長
会
春
季
会
議
」
で

伝
え
る
。
組
合
要
求
は
理
解

で
き
る
も
の
で
、
人
材
確
保

を
は
じ
め
理
事
者
と
し
て
も

切
実
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
労
使
双
方
が
一
致
点
を

つ
く
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
め
ざ
す
時
代
と
思
う
。

県
本
部
町
村
職
評
議
会
は

４
月

24

日
、
県
町
村
会
長

（
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
へ

『
要
請
書
』
を
提
出
し
、
町

村
会
事
務
局
へ
要
請
し
ま
し

た
。
高
尾
県
本
部
委
員
長
な

ど
４
人
が
参
加
。
次
の
や
り

と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
（
抜

粋
要
約
･
文
責
県
本
部
）

《
事
務
局
長
》
『
要
請
書
』

は
各
町
長
に
郵
送
し
「
６
／

26町
長
全
員
連
絡
会
」
で
も

配
布
。
町
職
員
の
年
齢
構
成

が
歪
な
状
況
が
あ
り
、
各
町

と
も
人
材
確
保
は
切
実
な
課

題
。
全
国
町
村
会
の
講
師
を

招
き
７
月
に
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
「
研
修
会
」
行
う
。

４
月

23日
、
公
務
労
組
連

絡
会
（
自
治
労
連
・
国
公
労

連
・
全
教
な
ど
）
は
『
公
務

員
の
定
年
延
長
に
関
す
る
要

求
書
』
を
、
人
事
院
お
よ
び

内
閣
人
事
局
に
提
出
し
ま
し

た
。
《
要
求
抜
粋
》

65歳
ま

で
の
延
長
は
、
職
員
の
人
生

設
計
に
も
関
わ
る
重
大
な
労

働
条
件
の
変
更
。
人
事
院
と

し
て
、
今
年
人
勧
期
の
「
見

解
」
表
明
は
労
働
組
合
と
の

合
意
を
得
る
よ
う
強
く
求
め

る
。
退
職
手
当
は
現
行
の

60

歳
定
年
退
職
時
の
支
給
水
準

の
維
持
を
求
め
る
。
退
職
手

当
の
支
給
時
期
の
柔
軟
な
対

応
の
検
討
も
必
要
だ
。

■
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
仕
事
か
ら
離
れ
て
思
い

切
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
寒
か
っ
た
り
、
暑
か
っ
た

り
安
定
し
な
い
気
温
が
続
い

て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に
気

を
付
け
て
元
気
に
頑
張
り
た

い
で
す
！

（
新
居
浜
清
掃
・
杉
田
）

■
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
を
上

級
生
が
前
後
を
守
る
よ
う
に

し
て
、
集
団
登
校
の
列
が
家

の
前
を
通
っ
て
い
き
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
は
重
そ
う
で
す

が
、
元
気
に
う
れ
し
そ
う
に

歩
い
て
い
き
ま
す
。
毎
年
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
風
景
で
す
。

（
松
山
・
友
近
）

■
最
近
、
今
治
市
は
変
な
こ

と
で
有
名
に
な
っ
て
困
っ
て

ま
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
西
条
市
は
新
規
採
用
が

49

人
も
あ
っ
て
勢
い
が
す
ご
い

な
ぁ
～
と
は
思
い
ま
す
が
、

現
業
の
採
用
は
全
く
な
い
の

で
…
。
働
き
方
改
革
で
制
度

が
次
々
と
変
わ
っ
て
い
く
中
、

学
ん
で
考
え
る
思
考
能
力
が

怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
こ
の
パ
ズ
ル
で
鍛
え

ま
す
！

（
西
条
・
日
野
）

■
診
療
報
酬
改
定
で
今
後
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
不
安
で

す
が
、
ま
ず
は
自
分
が
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
！

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９６号

２０１８年 ５月１５日

■
４
９
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ジ
キ
ュ
ウ
ジ
ソ
ク
」

（
自
給
自
足
）
で
し
た
。
正

解
は
８
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

杉
田
大
樹
（
新
居
浜
清
掃
）

田
中
春
美
（
西
予
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

西
原
和
哉
（
今
治
）

日
野
明
美
（
西
条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
４
９
８
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①①①①つつつつままままららららなななないいいい。。。。取取取取るるるるにににに足足足足りりりりなななないいいい。。。。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○話話話話

④④④④個個個個人人人人のののの思思思思想想想想やややや価価価価値値値値観観観観をををを暴暴暴暴力力力力ななななどどどどでででで変変変変ええええささささせせせせるるるるこここことととと

⑦⑦⑦⑦人人人人柄柄柄柄やややや態態態態度度度度ががががゆゆゆゆっっっったたたたりりりり落落落落ちちちち着着着着いいいいてててていいいいるるるる。。。。

○○○○○○○○○○○○○○○○ししししてててていいいいるるるる

⑧⑧⑧⑧石石石石灰灰灰灰岩岩岩岩地地地地域域域域にににに特特特特徴徴徴徴的的的的なななな地地地地形形形形。。。。四四四四国国国国○○○○○○○○○○○○○○○○

⑨⑨⑨⑨ププププロロロロ野野野野球球球球だだだだととととククククラララライイイイママママッッッッククククスススス・・・・日日日日本本本本○○○○○○○○○○○○○○○○

【タテのカギ】

①①①①物物物物事事事事をををを成成成成しししし遂遂遂遂げげげげ、、、、得得得得らららられれれれたたたた満満満満足足足足感感感感

②②②②不不不不審審審審者者者者かかかからららら子子子子どどどどもももも自自自自身身身身がががが身身身身をををを守守守守るるるるたたたためめめめのののの標標標標語語語語

③③③③複複複複数数数数のののの同同同同種種種種類類類類をををを示示示示すすすす。。。。ＡＡＡＡややややＢＢＢＢ○○○○○○○○ががががあああありりりりまままますすすす

⑤⑤⑤⑤美美美美ししししいいいいももももののののななななどどどどにににに心心心心をををを奪奪奪奪わわわわれれれれたたたたささささまままま。。。。

○○○○○○○○○○○○○○○○ししししたたたた表表表表情情情情

⑥⑥⑥⑥ビビビビーーーートトトトルルルルズズズズののののデデデデビビビビュュュューーーーアアアアルルルルババババムムムム

「「「「○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・ミミミミーーーー」」」」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

今
年
開
催
の
国
際
大
会
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


